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（認知症）

・認知症予防のゲーム、体操等の企画に力を入れてほしい。 高齢者一般

・自分が認知症初期のような気がする。一人暮らしなので、どうしたらいいか困っている。 高齢者一般

・認知症の母の世話をするのに、理解が足りなかったと反省している。家族に認知症教室への参加を勧め

てくれるような仕組みがほしい。家族で看なければと思い込んでいる家族も多いと思う。グループホー

ム、特養など、見学会やお話を聞く機会があればよい。困っている家族を支援してもらいたい。 これ

から高齢期

（地域とのつながり）

・一人暮らしの人は隣近所の人に声を掛けてもらえないと暮らしていけない。本人も隣の人と相談ができ

るように心がけが必要だと思う。遠い親戚より近くの他人が頼りになる。 高齢者一般

・いつも見守ってもらっているという安心感がほしい。玄関先で声をかけてくれる等、ちょっとした心遣

いがあると嬉しい。 要介護認定者

（情報提供／相談体制）

・区の窓口一本化・充実を希望。ＳＮＳ等の活用も一案かと思う。 高齢者一般

・介護についてもっと知識を得たいので、勉強できるところを知りたい。 高齢者一般

・介護保険の適用対象・内容など、分かり易いガイダンス書の普及を希望する。近い将来の自分や家族の

介護対策を今からどのように準備していけば良いのか、不安に感じる。介護保険は年金から引かれてい

るが、具体的にどの様に活用されているのかよく分かっていないのが現状である。 高齢者一般

・地域集会所などを利用して、何でも質問・相談をしたり、情報交換できるサロンのような会合を定期的

に行ってほしい。 要介護認定者

・ホームページを見られない。ネット環境のない高齢者宅ではどうすれば最新情報を届けてもらえるのか。

要介護認定者

・介護保険制度の説明がよく分からず戸惑った。手続きの手順などが簡単に確認できる冊子のようなもの

があると良い。 これから高齢期

・今はまだ高齢者福祉と聞いてもあまりピンとこないが、今後もっと年をとっていくと心配ごとが増えて

いくと思う。すぐに必要性を感じていない人も関心を持つような広報や、介護保険についても分かりや

すいパンフレットなど回覧板などで配布してもらえると良い。 これから高齢期

（その他）

・人材不足のせいか、ケアマネジャーやヘルパー等の質が落ちているように思う。多くの若者（外国人労

働者も含めて）が、介護職に従事できるように労働環境を整えてほしい。 高齢者一般

・最近はヘルパーの数が減っていると聞く。新しい人をもっと養成し、魅力ある仕事にしてあげてほしい。

高齢者一般

・昨年まで義母を介護していた。本当に大変で、毎日が自問自答の日々だった。ケアマネジャーがよく理

解してくれて、本当に救われた。介護を通して、自分の老後、終活はきちんとしておこうと痛感した。

これから高齢期
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10 特別養護老人ホーム入所申込みの状況 

（１）現在の生活場所

○特養入所待機者では、「自宅（家族などとの同居も含む）」が ％で最も高く、「介護老人保健

施設」が ％と続いている。

○施設入所者では、「有料老人ホーム」が ％で最も高く、「認知症高齢者グループホーム」が

％、「都市型軽費老人ホーム」が ％と続いている。

■現在の生活場所
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回
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（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％



 − 122 −

（２）医療処置の状況

○医療処置の状況で「あてはまるものはない」が最も高く、特養入所待機者が約６割、施設入所者が

７割半ばとなっている。

○医療処置が必要な場合は、「褥
じょく

瘡
そう

（床ずれ）の処置」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、

「たんの吸引」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、「胃ろう・経管栄養」（特養入所

待機者 ％、施設入所者 ％）が上位に挙がっている。

■医療処置の状況（複数回答）

胃ろう・経管栄養

気管切開

インスリン注射

尿管カテーテル

人工肛門

在宅酸素

ペースメーカー

人工透析

たんの吸引

褥瘡（床ずれ）の処置

その他

あてはまるものはない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者
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（２）医療処置の状況

○医療処置の状況で「あてはまるものはない」が最も高く、特養入所待機者が約６割、施設入所者が

７割半ばとなっている。

○医療処置が必要な場合は、「褥
じょく

瘡
そう

（床ずれ）の処置」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、

「たんの吸引」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、「胃ろう・経管栄養」（特養入所

待機者 ％、施設入所者 ％）が上位に挙がっている。

■医療処置の状況（複数回答）

胃ろう・経管栄養

気管切開

インスリン注射

尿管カテーテル

人工肛門

在宅酸素

ペースメーカー

人工透析

たんの吸引

褥瘡（床ずれ）の処置

その他

あてはまるものはない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

（３）特別養護老人ホームの最初の申込みからの経過期間

○最初の特別養護老人ホームへの入所申込みからの経過期間は、“１年未満”（「半年未満」と「半

年～１年未満」の合計）が３割超となっている。

■特別養護老人ホームの最初の申込みからの経過期間

半年未満 半年～

１年未満

１～

２年未満

２～

３年未満

３年以上 無回答

（ n ）

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

ポイ ント 以 下

％

※ 起算点は令和元年 月

（４）入所したい特別養護老人ホームのタイプ

① 入所したい特別養護老人ホームのタイプ

○「多床室」が最も高く ％、次いで「ユニット型個室」が ％となっている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプ

　 多床室 従来型個室 ユニット型個室 どちらでもよい 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％
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② 入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由

○「費用負担の面を考慮して」が ％で最も高く、「なるべく早く入居したいから」（ ％）、

「居室や設備の形態が自分の生活スタイルに合っているから」（ ％）と続いている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由（複数回答）

費用負担の面を考慮して

なるべく早く入居したいから

居室や設備の形態が自分の生活スタイルに合っているから

急な体調の変化など、緊急の際に安心だから

希望に合った形の介護を受けられるから

入居したいと考えている施設がそのタイプだから

特にこだわりがないから

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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② 入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由

○「費用負担の面を考慮して」が ％で最も高く、「なるべく早く入居したいから」（ ％）、

「居室や設備の形態が自分の生活スタイルに合っているから」（ ％）と続いている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由（複数回答）

費用負担の面を考慮して

なるべく早く入居したいから

居室や設備の形態が自分の生活スタイルに合っているから

急な体調の変化など、緊急の際に安心だから

希望に合った形の介護を受けられるから

入居したいと考えている施設がそのタイプだから

特にこだわりがないから

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（５）特別養護老人ホームの申込み状況

① 申込みを決定した人

○「息子」「娘」がそれぞれ２割半ばで、両者を合わせた“子ども”が半数以上となっている。

○「本人」は、約１割となっている。

■申込みを決定した人

本

人

夫 妻 息

子

娘 子

の

夫

子

の

妻

親 孫 兄

弟

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

② 申込み時の施設見学の有無

○「家族などが見学に行った」が ％で最も高く、「見学に行かなかった」（ ％）、「見学に

行った施設と行かなかった施設がある」（ ％）と続いている。

■申込み時の施設見学の有無（複数回答）

家族などが見学に行った

見学に行かなかった

見学に行った施設と行かなかった施設がある

家族などと一緒に見学に行った

自分自身が見学に行った

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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③「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握の有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握の有無

自

分

自

身

で

把
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し

た
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が

把

握

し

た

把
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、
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な

い

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

④ 医療行為への対応状況の把握の有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■医療行為への対応状況の把握の有無

把
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し
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い
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い

、
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ら
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い

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上
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％
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③「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握の有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握の有無

自

分

自

身

で

把

握

し

た

家

族

な

ど

が

把

握

し

た

把

握
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覚

え

て

い

な

い

、

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

④ 医療行為への対応状況の把握の有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■医療行為への対応状況の把握の有無

把
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、
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ら

な

い

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

把
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た

％

⑤ 入所申込みをした特別養護老人ホームの情報の入手経路

○「ケアマネジャー」が ％で最も高く、「地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）」（ ％）、

「インターネット」（ ％）と続いている。

■入所申込みをした特別養護老人ホームの情報の入手経路（複数回答）

ケアマネジャー

地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

インターネット

特別養護老人ホーム

区役所

入所（入院）している（いた）施設職員

親族・友人等

医師・医療機関

社会福祉協議会

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（６）特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

① 特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

○「特にない」が最も高く５割超となっている。申込み先としては、待機者全体では「介護老人保健

施設」が ％、「介護療養型医療施設」が ％となっている。

■特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況（複数回答）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

一般の病院（医療保険での入院）

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（６）特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

① 特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

○「特にない」が最も高く５割超となっている。申込み先としては、待機者全体では「介護老人保健

施設」が ％、「介護療養型医療施設」が ％となっている。

■特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況（複数回答）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

一般の病院（医療保険での入院）

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

② 特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由と特別養護老人ホーム以外に申込みをして

いない理由

ア．特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で“特別養護老人ホーム以外に申込みをしている施設

がある”と回答した人の特別養護老人ホーム以外の施設を利用したい理由は、「家族が精神的・身

体的に疲れているため」（ ％）、「将来の介護に不安を感じるため」（ ％）が上位に挙が

っている。

■特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由（複数回答）

家族が精神的・身体的に疲れているため

将来の介護に不安を感じるため

家族が働いており、介護する家族がいないため

１人暮らしで介護する同居の家族がいないため

現在の住居がバリアフリー化されていないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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イ．特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で「特にない」と回答した人の特別養護老人ホーム以

外に申込みをしていない理由は、「特別養護老人ホーム以外の施設は経済的に入れないため」が

％で最も高く、「すでに特別養護老人ホーム以外の施設に入所しているため」（ ％）、「特

別養護老人ホーム以外の施設がわからないため」（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由（複数回答）

特別養護老人ホーム以外の施設は

経済的に入れないため

すでに特別養護老人ホーム以外の施設に

入所しているため

特別養護老人ホーム以外の施設が

わからないため

入所待ちの期間を見込んで早めに申し込んだが、

現在は自宅で生活できるため

特別養護老人ホーム以外の施設では

希望するサービスを受けられないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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イ．特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で「特にない」と回答した人の特別養護老人ホーム以

外に申込みをしていない理由は、「特別養護老人ホーム以外の施設は経済的に入れないため」が

％で最も高く、「すでに特別養護老人ホーム以外の施設に入所しているため」（ ％）、「特

別養護老人ホーム以外の施設がわからないため」（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由（複数回答）

特別養護老人ホーム以外の施設は

経済的に入れないため

すでに特別養護老人ホーム以外の施設に

入所しているため

特別養護老人ホーム以外の施設が

わからないため

入所待ちの期間を見込んで早めに申し込んだが、

現在は自宅で生活できるため

特別養護老人ホーム以外の施設では

希望するサービスを受けられないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（７）入所申込み後に欲しい情報（連絡）

○「待機者のうち、入所の優先度の目安」が最も高く ％となっている。

■入所申込み後に欲しい情報（連絡）

自

身

の

指

数

（
点

数

）

待

機

者

の

う

ち

、
入

所

の

優

先

度

の

目

安

入

所

申

込

書

の

有

効

期

間

提

出

し

た

申

込

書

の

写

し

特

に

情

報

は

い

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

入

所

申

込

み

を

受

け

付

け

た

旨

と

そ

の

日

付

％
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（８）入所申込みをした特別養護老人ホームを選択した理由

○「自宅から近い」が ％で最も高く、「家族が面会に来る際に交通が便利」（ ％）と続いて

いる。

■入所申込みをした特別養護老人ホームを選択した理由（複数回答）

自宅から近い

家族が面会に来る際に交通が便利

居室タイプ（多床室、ユニット型等）が
希望と合っている

最期までいられる

職員が親切で対応が良い

見学をして、施設の雰囲気が良かった

料金が安い

必要な介護保険サービスが受けられる
（介護専門職が十分いる）

緊急時にも対応が可能である

ケアマネジャーに勧められた

部屋や建物の環境が充実している

併設のデイサービスなど、同じ法人の
介護保険サービスを受けていた

必要な医療処置を受けられる

施設の防犯・見守りがしっかりしている

栄養管理の行き届いた食事が食べられる

自立支援に向けたリハビリなどの
機能訓練サービスが受けられる

日中のプログラムが充実している

話し相手やクラブ活動など仲間との交流がある

おいしい食事が食べられる

必要な介護保険外サービスが受けられる

知人・友人に勧められた

すぐに入所できそうだから

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（８）入所申込みをした特別養護老人ホームを選択した理由

○「自宅から近い」が ％で最も高く、「家族が面会に来る際に交通が便利」（ ％）と続いて

いる。

■入所申込みをした特別養護老人ホームを選択した理由（複数回答）

自宅から近い

家族が面会に来る際に交通が便利

居室タイプ（多床室、ユニット型等）が
希望と合っている

最期までいられる

職員が親切で対応が良い

見学をして、施設の雰囲気が良かった

料金が安い

必要な介護保険サービスが受けられる
（介護専門職が十分いる）

緊急時にも対応が可能である

ケアマネジャーに勧められた

部屋や建物の環境が充実している

併設のデイサービスなど、同じ法人の
介護保険サービスを受けていた

必要な医療処置を受けられる

施設の防犯・見守りがしっかりしている

栄養管理の行き届いた食事が食べられる

自立支援に向けたリハビリなどの
機能訓練サービスが受けられる

日中のプログラムが充実している

話し相手やクラブ活動など仲間との交流がある

おいしい食事が食べられる

必要な介護保険外サービスが受けられる

知人・友人に勧められた

すぐに入所できそうだから

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（９）特別養護老人ホームを申し込んだ理由

○「将来の介護に不安を感じるため」が ％で最も高く、「家族が精神的・身体的に疲れているた

め」（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホームを申し込んだ理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的・身体的に疲れているため

家族が働いており、介護する家族がいないため

１人暮らしで介護する同居の家族がいないため

現在の住居がバリアフリー化されていないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が必要なときに使えないため

24時間のホームヘルプサービス（訪問介護）が必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に不満があるため

デイサービス（通所介護）が必要なときに使えないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（ ）特別養護老人ホームに期待すること

○「 時間体制で介護が受けられること」が ％で最も高く、「専門的な介護が受けられること」

（ ％）、「孤独にならないこと」（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホームに期待すること（複数回答）

24時間体制で介護が受けられること

専門的な介護が受けられること

孤独にならないこと

掃除、洗濯などの家事を代わりにやってくれること

防犯、防災面などで安心できること

在宅の介護保険サービスより費用が安くなること

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（ ）特別養護老人ホームに期待すること

○「 時間体制で介護が受けられること」が ％で最も高く、「専門的な介護が受けられること」

（ ％）、「孤独にならないこと」（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホームに期待すること（複数回答）

24時間体制で介護が受けられること

専門的な介護が受けられること

孤独にならないこと

掃除、洗濯などの家事を代わりにやってくれること

防犯、防災面などで安心できること

在宅の介護保険サービスより費用が安くなること

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（ ）区外の特別養護老人ホームの入所申込み状況

① 区外の特別養護老人ホームの入所申込みの状況

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」人は ％、「申し込んでいない」人は

％となっている。

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」と回答した人の入所を申し込んでいる特別

養護老人ホームの場所は、「都内（ 区内）」が ％で最も高く、次いで「埼玉県」が ％

となっている。

■区外の特別養護老人ホーム入所申込みの状況

■申し込んでいる特別養護老人ホームの場所（複数回答）

都内（23区内）

都内（23区外）

埼玉県

千葉県

神奈川県

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％
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② 区外の特別養護老人ホームに申し込まない理由

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいない」と回答した人の申し込まない理由は、「特

別養護老人ホームに家族が訪ねてくるのが遠くなるため」が ％で最も高い。「区外にどのよう

な特別養護老人ホームの施設があるか知らないため」は ％となっている。

■区外の特別養護老人ホームに申し込まない理由

　

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

家

族

が

訪

ね

て

く

る

の

が

遠

く

な

る

た

め

区

内

の

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

し

か

申

し

込

み

で

き

な

い

と

思

っ
て

い

た

た

め

区

外

に

ど

の

よ

う

な

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

の

施

設

が

あ

る

か

知

ら

な

い

た

め

％

（ ）申し込んでいる特別養護老人ホームから連絡がきた場合の対応

① 連絡がきた場合の対応

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡がきた場合の対応は、「すぐに入

所する」が ％で最も高く、「複数の施設に申し込んでおり、最も希望する施設であれば入所す

る」（ ％）とあわせ、入所に積極的な人が６割超となっている。

○「すぐには決められない」と「まだ自宅で暮らせるため、お断りする」を合わせた“すぐに入所し

ない”は２割半ばとなっている。

■連絡がきた場合の対応

すぐに入所する 複数の施設に

申し込んでお

り、最も希望す

る施設であれば

入所する

すぐには決めら

れない

まだ自宅で暮ら

せるため、お断

りする

無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％
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② 区外の特別養護老人ホームに申し込まない理由

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいない」と回答した人の申し込まない理由は、「特

別養護老人ホームに家族が訪ねてくるのが遠くなるため」が ％で最も高い。「区外にどのよう

な特別養護老人ホームの施設があるか知らないため」は ％となっている。

■区外の特別養護老人ホームに申し込まない理由

　

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

家

族

が

訪

ね

て

く

る

の

が

遠

く

な

る

た

め

区

内

の

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

し

か

申

し

込

み

で

き

な

い

と

思

っ
て

い

た

た

め

区

外

に

ど

の

よ

う

な

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

の

施

設

が

あ

る

か

知

ら

な

い

た

め

％

（ ）申し込んでいる特別養護老人ホームから連絡がきた場合の対応

① 連絡がきた場合の対応

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡がきた場合の対応は、「すぐに入

所する」が ％で最も高く、「複数の施設に申し込んでおり、最も希望する施設であれば入所す

る」（ ％）とあわせ、入所に積極的な人が６割超となっている。

○「すぐには決められない」と「まだ自宅で暮らせるため、お断りする」を合わせた“すぐに入所し

ない”は２割半ばとなっている。

■連絡がきた場合の対応

すぐに入所する 複数の施設に

申し込んでお

り、最も希望す

る施設であれば

入所する

すぐには決めら

れない

まだ自宅で暮ら

せるため、お断

りする

無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

② 入所案内の連絡を辞退した経験

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡があった際に断った経験が「ある」

は ％、「ない」は ％となっている。

■入所案内の連絡を辞退した経験

③ 辞退した理由

○入所辞退の経験があると回答した人の辞退理由は、「まだ自宅で暮らしたかったため」が ％、

「介護老人保健施設に入所していたため」が ％、「入院中だったため」が ％となってい

る（ただし、サンプル数が少ないため参考値）。

■辞退した理由

入院中

だったた

め

通院中

だったた

め

カゼなど

で一時的

に体調を

崩してい

たため

介護老人

保健施設

に入所し

ていたた

め

介護療養

型医療施

設に入所

していた

ため

まだ自宅

で暮らし

たかった

ため

その他 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

④ 辞退した回数

○入所辞退の経験があると回答した人の入所辞退の回数は、「１回」が ％、「２回」が ％

となっている（ただし、サンプル数が少ないため参考値）。

■辞退した回数

ある ない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

１回 ２回 ３回 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％
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⑤ 入所の希望時期

○入所の希望時期は「すぐに入所したい」が ％で最も高い。

■入所の希望時期

す

ぐ

に

入

所

し

た

い

１

年

以

内

に

入

所

し

た

い

２

年

以

内

に

入

所

し

た

い

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

３

か

月

以

内

に

入

所

し

た

い

６

か

月

以

内

に

入

所

し

た

い

％

（ ）サービス等の充実による在宅生活の継続希望

① 在宅生活の継続希望

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」「可能な限り今の家で生活を続けたい」「いつかは特別養護老

人ホームに入所したい」を合わせた“当分は在宅生活を継続する”は約４割で、「なるべく早く特

別養護老人ホームに入所したい」と同程度となっている。

■在宅生活の継続希望

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

ぜ

ひ

、
今

の

家

で

生

活

を

続

け

た

い

可

能

な

限

り

今

の

家

で

生

活

を

続

け

た

い

い

つ

か

は

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

入

所

し

た

い

な

る

べ

く

早

く

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

入

所

し

た

い

％
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⑤ 入所の希望時期

○入所の希望時期は「すぐに入所したい」が ％で最も高い。

■入所の希望時期

す

ぐ

に

入

所

し

た

い

１

年

以

内

に

入

所

し

た

い

２

年

以

内

に

入

所

し

た

い

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

３

か

月

以

内

に

入

所

し

た

い

６

か

月

以

内

に

入

所

し

た

い

％

（ ）サービス等の充実による在宅生活の継続希望

① 在宅生活の継続希望

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」「可能な限り今の家で生活を続けたい」「いつかは特別養護老

人ホームに入所したい」を合わせた“当分は在宅生活を継続する”は約４割で、「なるべく早く特

別養護老人ホームに入所したい」と同程度となっている。

■在宅生活の継続希望

無

回

答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

ぜ

ひ

、
今

の

家

で

生

活

を

続

け

た

い

可

能

な

限

り

今

の

家

で

生

活

を

続

け

た

い

い

つ

か

は

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

入

所

し

た

い

な

る

べ

く

早

く

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

入

所

し

た

い

％

24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、

自宅でヘルパーや看護師に食事・入浴などの

介助や緊急時に対応してもらえる

施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問してもらったり、

施設へ泊まったりするなど、柔軟に対応してもらえる

24時間365日必要に応じて、計画的あるいは随時に、

自宅で医師に診療してもらえる

デイサービスやショートステイを

利用したいときに利用できる

認知症に配慮した介護保険サービスが整っている

配食や買い物、ごみ出しなどの生活面を支援してもらえる

困ったときにいつでも身近に相談できる体制が整っている

在宅生活ができるよう、専門家にリハビリをしてもらえる

家族が理解・協力してくれる

段差の解消や手すりなど、住まいの構造や設備が

バリアフリーになっている

声かけや見守りをしてくれるなど地域の理解や支えがある

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

② 在宅生活を継続できる在宅サービス

○ “当分は在宅生活を継続する”と回答した人の在宅生活を可能にすると思うサービスは、「 時

間 日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや看護師に食事・入浴などの介助や緊

急時に対応してもらえる」が ％で最も高く、「施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問してもら

ったり、施設へ泊まったりするなど、柔軟に対応してもらえる」（ ％）、「 時間 日必要

に応じて、計画的にあるいは随時に、自宅で医師に診療してもらえる」（ ％）、「デイサービ

スやショートステイを利用したいときに利用できる」（ ％）と続いている。

■在宅生活を継続できる在宅サービス（複数回答）
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介護者や家族の心身の負担軽減のため

施設の入所待ちのため

介護者や家族の冠婚葬祭、旅行などのため

生活のリズムをつくる（取り戻す）ため

夜間の見守りのため

認知症への対応のため

介護者や家族の急病のため

閉じこもり状態を防止するため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（ ）ショートステイの利用状況

① 過去１年間のショートステイの利用状況

○平成 年 月～令和元年 月の過去１年間にショートステイを「利用した」が ％、「利用

していない」が ％となっている。

■過去１年間のショートステイの利用状況

利用した 利用していない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

② ショートステイの利用目的

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の利用目的は、「介護者や家族の心身の

負担軽減のため」が ％で最も高い。

■ショートステイの利用目的（複数回答）
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介護者や家族の心身の負担軽減のため

施設の入所待ちのため

介護者や家族の冠婚葬祭、旅行などのため

生活のリズムをつくる（取り戻す）ため

夜間の見守りのため

認知症への対応のため

介護者や家族の急病のため

閉じこもり状態を防止するため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（ ）ショートステイの利用状況

① 過去１年間のショートステイの利用状況

○平成 年 月～令和元年 月の過去１年間にショートステイを「利用した」が ％、「利用

していない」が ％となっている。

■過去１年間のショートステイの利用状況

利用した 利用していない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

② ショートステイの利用目的

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の利用目的は、「介護者や家族の心身の

負担軽減のため」が ％で最も高い。

■ショートステイの利用目的（複数回答）

③ 希望している時期の利用状況

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望している時期の利用状況は、“利

用できている”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が ％と、“利用で

きない”（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）を大きく上回っている。

■希望している時期の利用状況

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

る

と

き

が

多

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

利

用

で

き

な

い

と

き

が

多

い

利

用

で

き

な

い

無

回

答

（ n ） （ 計 ）

ポイ ント 以 下

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

な

い

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

④ 希望施設の利用状況

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望施設の利用状況は、“利用できて

いる”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が ％と、“利用できない”

（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）を大きく上回っている。

■希望施設の利用状況

　

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

る

と

き

が

多

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

利

用

で

き

な

い

と

き

が

多

い

利

用

で

き

な

い

無

回

答

（ n ） （ 計 ）

ポイ ント 以 下

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

な

い

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％


